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20．1231－BMIPP心筋摂取率の算出法に関する検討
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　i231－BMIPPの心筋摂取率の算出法であるCalibration

法における関心領域の設定部位での摂取率および心

筋集積曲線のT1／2に関して18例で検討した．胸骨

部と肺をバックグラウンドにした場合の心筋摂取率

は良好な相関を示し，前者は後者よりも10％程度高

く算出された．心筋集積曲線を1－compartmentの式に

fittingして得られたT1／2は平均が2．1分で，1231－

BMIPPの心筋摂取がきわめて短時間に平衡に達して

いることが示された．この方法は関心領域サイズに

影響されにくく，心筋での動態評価の新しいパラ

メータになると考えられた．今後，症例を増やしてそ

の臨床的意味に関して検討する予定である．

21．11Cメチオニン全身PET所見について
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　これまでltcメチオニン（Met）の全身分布はi4C・Met

とラットなどのオートラジオグラフィで調べられて

いた．今回新しいPETにより，　i　1C　Met全身PETを

行いヒトの全身像をはじめて観察したところ，ラッ

トとは異なり，腸管への生理的集積が非常に低かっ

た．3例で下腹部／肝のカウント比は15分～45分の

間で0．18±0．01に対し，ラットの小腸／肝比は30分

で0．89±0．15（4）60分で0．94±0．07と明らかな種差

が認められた．マウスでは14CMetの胆のう排泄が

あったがヒトでは見られなかった．iic　Metの下腹部

への生理的集積が低いことから，乳癌腸骨転移例の

iic　Met－PETを施行したところ，病巣は高いコントラ

ストで描出され，治療にも鋭敏な反応を示した．実

験による予想と異なり，ilC　Met－PETにより，下腹部

腫瘍の陽性描出が期待できる．

22．核医学報告書の自動ファイリングの試み
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　検査所見，診断，数値データ，画像データ等の検

索が可能な核医学検査レポートの自動ファイリング

システムを開発した．装置はDOSハtパソコン7台を

使用しNetwareによるパソコンLANを導入した．文

章の組み合わせによるレポート作成形式を用い，所

見，診断による検索を容易にした．また正常例，典

型例，数字データを記述するレポート作業，研修中

医師の作業能率の向上を計った．プログラムをVisual

BASICで作成し，メニュー操作などを迅速，容易に

行う工夫をして作業能率の向上を計った．またWin－

dows上のプログラムのため，図表添付等のグラ

フィック機能が容易に付加され，画像データのファ

イリングにも対応可能なシステムとなった．

23．MCP内蔵冷却CCDを用いる放射線カメラの

　　開発
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　これまで内在性の微小癌が検知できるBGOを用い

た小型γ線内視鏡を開発し，臨床試行によるその有用

性を確認した．

　さらに表在性の微小癌をより高い位置分解能で検

知するためにプラスチックシンチレータを用いた小

型β線内視鏡の開発を始めた．この内視鏡の読み取

り部であるCCDカメラについての基礎的実験を行っ

た．

　MCPを用いたイメージインテンシファイヤを使用

した冷却CCDカメラを用いることによって，放射線

のイメージングを行うことができた．今回の実験で

は，数mm以下の位置分解能が得られた．ダイナミッ

クレンジは，同レンジで2～3桁，レンジ切り換えに

より5桁程度得られた．
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